
令和７年３月　瑞穂市
われい ねん がつ みず ほ し

やさしい版
ばん

み ず ほ し

瑞穂市瑞穂市瑞穂市瑞穂市こどもこどもこどもこども計画計画
け い か く

？？こどもこども計計
けいけ い

画画
かくか く

ってなに？ってなに？

こども・こども・若若
わかわ か

者者
ものも の

のの意意
いい

見見
けんけ ん

はどんなはどんな意意
いい

見見
けんけ ん

があったの？があったの？

●国
くに
は、こどもたちが、将

しょう
来
らい
にわたって幸

しあわ
せに生

せい
活
かつ
できる“こどもまんなか社

しゃ
会
かい
”をめ

ざしています

●国
くに
では、令

れい
和
わ
５年

ねん
４月

がつ
から、こどもの権

けん
利
り
を守

まも
る法

ほう
律
りつ
として「こども基

き
本
ほん
法
ほう
」が始

はじ
ま

りました。瑞
みず
穂
ほ
市
し
では、国

くに
が示

しめ
すこども基

き
本
ほん
法
ほう
に沿

そ
って、こどものための取

と
り組

く
みを

市
し
全
ぜん
体
たい
で進
すす
めていくために「瑞

みず
穂
ほ
市
し
こども計

けい
画
かく
」をつくることになりました

●瑞
みず
穂
ほ
市
し
こども計

けい
画
かく
は、こどもたちが、将

しょう
来
らい
にわたって幸

しあわ
せに生

せい
活
かつ
できることをめざし

て取
と
り組

く
むための計

けい
画
かく
です

●計
けい
画
かく
の期

き
間
かん
は、令

れい
和
わ
７年
ねん
度
ど
から令

れい
和
わ
11年

ねん
度
ど
の５年

ねん
間
かん
です

●アンケート調
ちょう
査
さ
や小

しょう
中
ちゅう
学
がっ
校
こう
での意

い
見
けん
交
こう
換
かん
会
かい
などを通

つう
じて小

しょう
学
がく
生
せい
から大

おと な
人まで幅

はば
広
ひろ
い市

し

民
みん
の意

い
見
けん
を聴

き
いてつくりました

ボール遊
あそ
びができる

公
こう
園
えん
がほしい

みんなが集
あつ
まれる

イベントをたくさん
実
じっ
施
し
してほしい

学
がっこう
校のＩ

あい
Ｃ
しー
Ｔ
てぃー
化
か
を進
すす
めて

ほしい。プログラミング
やＰ
ぴー
Ｃ
しー
を使
つか
った授

じゅ
業
ぎょう
など

が少
すく
ない

通
つう
学
がく
路
ろ
に横
おう
断
だん
歩
ほ
道
どう
や

信
しん
号
ごう
をつけてほしい

友
ともだち
達と勉

べん
強
きょう
ができる	

施
し
設
せつ
があるとうれしい

子
こ
育
そだ
ての悩

なや
み相
そう
談
だん
が

いつでもできる場
ば
所
しょ

をつくってほしい

小
しょうがくせい
学生

中
ちゅうがくせい
学生

若
わかもの
者

（高
こうこうせい

校生から30代
だい

）



き ほん もく ひょう おも と く

基 本 目 標 ・ 主 な 取 り 組 み基 本 目 標 ・ 主 な 取 り 組 み

基
き

 本
ほん

 理
り

 念
ねん

地
ち
域
いき
における助

たす
け合

あ
いを進

すす
めます

こどもの立
たち
場
ば
に立

た
って支

し
援
えん
します

若
わか
い世

せ
代
だい
の生
せい
活
かつ
の安
あん
定
てい
を支

し
援
えん
します

1	 地ち 域いき社しゃ会かいにおける子こ育そだて支し援えん活かつ動どうを進すすめます
	 ⃝	ファミリー・サポート・センターの充

じゅう
実
じつ

	 ⃝	民
みん
生
せい
委
い
員
いん
・児

じ
童
どう
委
い
員
いん
による見

み
守
まも
り

2	 保ほ育いく園えんなどに通かよっていない親おや子こ が集あつまる場ばを	
	 充

じゅう
実
じつ
させます

	 ⃝	地
ち
域
いき
子
こ
育
そだ
て支

し
援
えん
センターでの交

こう
流
りゅう
や支

し
援
えん

3	 安あん全ぜん・安あん心しんの生せい活かつ環かん境きょうを整せい備び します
	 ⃝	公

こう
園
えん
使
し
用
よう
のルール見

み
直
なお
しの検

けん
討
とう

	 ⃝	通
つう
学
がく
路
ろ
などの安

あん
全
ぜん
確
かく
保
ほ
のための整

せい
備
び

1	 こども・若わか者ものの権けん利り を守まもります
	 ⃝	スクールミーティングの実

じっ
施
し
	

	 　	（小
しょう
中
ちゅう
学
がく
生
せい
との意

い
見
けん
交
こう
換
かん
）

	 ⃝	オンラインフォームによる意
い
見
けん
募
ぼ
集
しゅう

2	 不ふ 安あんを抱かかえるこども・家か庭ていを支し援えんします
	 ⃝	ひとり親

おや
家
か
庭
てい
への就

しゅう
労
ろう
支
し
援
えん

	 ⃝	学
がく
習
しゅう
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
・就

しゅう
学
がく
援
えん
助
じょ

1	 結けっ婚こん・子こ育そだてを支し援えんします
	 ⃝	新

しん
婚
こん
夫
ふう
婦
ふ
への費

ひ
用
よう
補
ほ
助
じょ
など

2	 仕し 事ごとと子こ育そだての両りょう立りつと生せい活かつの安あん定ていを支し援えんします
	 ⃝	待

たい
機
き
児
じ
童
どう
の解
かい
消
しょう

	 ⃝	病
びょう
児
じ
・病

びょう
後
ご
児
じ
保
ほ
育
いく
の充

じゅう
実
じつ

基
き
本
ほん
目
もく
標
ひょう

3

基
き
本
ほん
目
もく
標
ひょう

4

基
き
本
ほん
目
もく
標
ひょう

5

き ほん もく ひょう おも と く

基 本 目 標 ・ 主 な 取 り 組 み基 本 目 標 ・ 主 な 取 り 組 み

基
き

 本
ほん

 理
り

 念
ねん

瑞瑞
みずみ ず

穂穂
ほほ

市市
しし

こどもこども計計
けいけ い

画画
かくか く

のの内内
ないな い

容容
ようよ う

は？は？

瑞
みず
穂
ほ
市
し
こども計

けい
画
かく
は、みんなの意

い
見
けん
をもとに基

き
本
ほん
理
り
念
ねん
や基

き
本
ほん
目
もく
標
ひょう
・取

と
り組

く
みを決

き
めました

すべてのこども・若
わ か

者
も の

がしあわせに暮
く

らせるまち・みずほ

親
おや

と子
こ

を切
き

れ目
め

なく支
し

援
えん

します

こどもが健
けん

全
ぜん

に成
せい

長
ちょう

できる環
かん

境
きょう

をつくります

１	安あん心しんして出しゅっ産さん・子こ育そだてができる環かん境きょうを整せい備び します
	 ⃝	こども家

か
庭
てい
センターでの幅

はば
広
ひろ
い支

し
援
えん

	 　	（妊
にん
娠
しん
出
しゅっ
産
さん
・子

こ
育
そだ
てを通

つう
じた切

き
れ目

め
ない相

そう
談
だん
支
し
援
えん
など）

	 ⃝	子
こ
育
そだ
て応
おう
援
えん
アプリ「みずほすくすくナビ」の活

かつ
用
よう

２	心こころと体からだの健すこやかな成せい長ちょうを支し援えんします
	 ⃝	乳

にゅう
幼
よう
児
じ
健
けん
康
こう
診
しん
査
さ
での各

かく
種
しゅ
相
そう
談
だん
　

	 ⃝	離
り
乳
にゅう
食
しょく
教
きょう
室
しつ
など各

かく
種
しゅ
教
きょう
室
しつ

３	こどもの発はっ達たつを支し援えんします
	 ⃝	特

とく
別
べつ
支
し
援
えん
教
きょう
育
いく
の相
そう
談
だん

１	質しつの高たかい教きょう育いく・保ほ育いくを充じゅう実じつさせます
	 ⃝	教

きょう
育
いく
・保

ほ
育
いく
の質
しつ
の向
こう
上
じょう
（Ｉ
あい
Ｃ
しー
Ｔ
てぃー
サービスの活

かつ
用
よう
など）

2	 居い 場ば 所しょづくりを進すすめます
	 ⃝	フリースペースの整

せい
備
び
（立

た
ち寄

よ
れる居

い
場
ば
所
しょ
づくり）

3	 豊ゆたかな体たい験けんや活かつ躍やく（発はっ表ぴょう）の場ばを充じゅう実じつさせます
	 ⃝	一

いち
日
にち
市
し
長
ちょう
体
たい
験
けん
　・次

じ
世
せ
代
だい
の親
おや
の育
いく
成
せい

4	 こども・若わか者ものの安あん全ぜん・安あん心しんな環かん境きょうをつくります
	 ⃝	Ｓ

えす
Ｏ
おー
Ｓ
えす
の出

だ
し方
かた
に関
かん
する教

きょう
育
いく
の実
じっ
施
し

	 ⃝	インターネット利
り
用
よう
に関
かか
わる教

きょう
育
いく
の推
すい
進
しん

基
き
本
ほん
目
もく
標
ひょう

1

基
き
本
ほん
目
もく
標
ひょう

2
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基
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3

基
き
本
ほん
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もく
標
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4

基
き
本
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標
ひょう
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基
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2



一人で過ごせる

家族や友人、
仲間と過ごせる

仲間と共通の目標に
向かって活動できる

問題や悩みを
相談できる

わからない

その他

居場所の必要性
を感じない

64.2

64.2

23.7

24.3

3.5

0.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80%

こども・若者
ｎ=173

こども・若者
ｎ=173 27.2 43.4 23.7 5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人でゆっくりできる場所

自由に遊べる場所

体をおもいきり動かせる場所

家ではできないことができる場所

友人と気軽におしゃべりできる場所

趣味等が一緒の仲間と自由に集まれる場所
音楽やダンスなど、家ではできない

趣味をできるような場所
インターネットが自由に使える場所

静かに勉強したり本が読める場所

自然がいっぱいある場所

困っていることや悩み事を話せる場所

その他

特にない

無回答

50.1

68.8

53.3

52.6

52.4

30.4

28.7

44.6

33.6

39.5

22.5

2.1

3.8

0.2

56.4

64.5

55.1

52.5

53.1

38.3

34.2

56.4

28.1

37.1

18.0

2.3

4.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80%

小学５年生 ｎ=529

中学２年生 ｎ=488

21.4 56.1 7.5 15.0

26.326.3 42.242.2 5.75.7 25.025.0 0.90.9

14.114.1 46.946.9 11.311.3 26.826.8 0.80.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ぜひ住みたいと思っている 住みたいと思っている あまり住みたくない
できたら他のまちに住みたい 無回答

こども・若者
ｎ=173

小学５年生
ｎ=529

中学２年生
ｎ=488

好き だいたい好き
あまり好きではない 好きではない

小学５年生
ｎ=529

中学２年生
ｎ=488

66.9 31.0 2.1

61.3 37.5 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

小
しょう
学
がく
生
せい
・中

ちゅう
学
がく
生
せい
の意

い
見
けん
で多
おお
かっ

たものは、「自
じ
由
ゆう
に遊
あそ
べる場

ば
所
しょ
」

「体
からだ
をおもいきり動

うご
かせる場

ば
所
しょ
」

「家
いえ
ではできないことができる

場
ば
所
しょ
」「一

ひと
人
り
でゆっくりできる

場
ば
所
しょ
」「インターネットが自

じ
由
ゆう

に使
つか
える場

ば
所
しょ
」でした。

こども・若
わか
者
もの
の意

い
見
けん
で多

おお
かっ

たものは、「一
ひと
人
り
で過

す
ごせる」

「家
か
族
ぞく
や友
ゆう
人
じん
、仲
なか
間
ま
と過

す
ごせる」

「問
もん
題
だい
や悩

なや
みを相

そう
談
だん
できる」で

した。

あまり住
す
みたくない理

り
由
ゆう
として多

おお
かったものは、

「他
ほか
のまちに住

す
んでみたい」「都

と
会
かい
に行

い
きたい」

「希
き
望
ぼう
する仕

し
事
ごと
がない」「一

ひと
人
り
暮
ぐ
らしがしたい」

でした。

あまり住
す
みたくない理

り
由
ゆう
として多

おお
かったものは、

「他
ほか
のまちに住

す
んでみたい」「都

と
会
かい
に行

い
きたい」

「希
き
望
ぼう
する仕

し
事
ごと
がない」「楽

たの
しめる場

ば
所
しょ
、イベン

トが少
すく
ない」「買

か
い物
もの
が不

ふ
便
べん
」でした。

自
じ
分
ぶん
のことが「好

す
き」と答

こた
えた人

ひと
が小

しょう
学
がく
生
せい
66.9％、中

ちゅう
学
がく
生
せい
61.3％、こども・若

わか
者
もの
では、自

じ
分
ぶん
のことが「好

す
き」「だ

いたい好
す
き」と答

こた
えた人

ひと
が70.6％となりました。

小
しょう
学
がく
生
せい
・中

ちゅう
学
がく
生
せい
、こども・若

わか
者
もの
の意

い
見
けん
で一

いち
番
ばん
多
おお
かったも

のは「住
す
みたいと思

おも
っている」でした。

「ぜひ住
す
みたいと思

おも
っている」と「住

す
みたいと思

おも
っている」

を合
あ
わせた『住

す
み続

つづ
けたい』人

ひと
は、小

しょう
学
がく
生
せい
で68.5％、中

ちゅう

学
がく
生
せい
で61.0％、こども・若

わか
者
もの
で77.5％でした。

自
じ

分
ぶん

のことは好
す

き？

将
しょう

来
らい

も瑞
みず

穂
ほ

市
し

に住
す

み続
つづ

けたい？

あったらよいと思
おも

う居
い

場
ば

所
しょ

は？

将
しょうらい
来も瑞

みずほ し
穂市に住

す
み続
つづ
けたい？

小
しょう
学
がっ
校
こう
５年

ねん
生
せい
・中

ちゅう
学
がっ
校
こう
２年

ねん
生
せい
、16～34歳

さい
のこども・若

わか
者
もの
を対

たい
象
しょう
に

アンケートを行
おこな
いました。アンケート結

けっ
果
か
の一
いち
部
ぶ
を紹

しょう
介
かい
します。

アンケート結
けっ

果
か

からみえる、こども・若
わか

者
もの

の意
い

見
けん

小
しょう

学
がく

生
せい

・中
ちゅう

学
がく

生
せい

小
しょう

学
がく

生
せい

・中
ちゅう

学
がく

生
せい

小
しょう

学
がく

生
せい

・中
ちゅう

学
がく

生
せい

こども・若
わか

者
もの

こども・若
わか

者
もの

こども・若
わか

者
もの


